
は し が き

本書は、多角的な観点から国際取引法に関する問題を分析・整理した、国際
取引法の標準的な教科書である。本書は10章から構成されている。
第 1章は、「国際物品売買契約」である。契約の総則、契約の成立、契約

の内容、契約の履行と不履行、契約の解除および損害賠償について解説する。
第2章は、「国際物品売買の付随契約」である。定型取引条件としてのインコ
タームズ、国際運送契約、国際貨物海上保険契約および国際代金決済について
概観する。第3章は、「コーポレートガバナンス・システムの構築」である。
アメリカ型コーポレートガバナンス、日本型コーポレートガバナンス、社外取
締役、コーポレートガバナンス形態の強化、企業情報の開示規制、情報開示に
よるコーポレートガバナンス、マネジメントの説明責任およびグルーバル企業
のガバナンス・システムについて、国際取引に従事する企業が備えるべきコー
ポレートガバナンス・システムの観点から検討する。第4章は、「コンプライ
アンス・システムの構築」である。コンプライアンス・プログラム、内部通報
制度およびコンプライアンス・システムの整備・強化について、国際取引に従
事する企業が備えるべきコーポレートガバナンス・システムの観点から検討す
る。第5章は、企業の国際事業戦略の1つである「国際技術ライセンス」であ
る。国際技術ライセンスの機能、国際技術ライセンス契約の形態、国際技術ラ
イセンス契約の基本的構造、ライセンサーの義務とリーガルプランニング、ラ
イセンシーの義務とリーガルプランニングおよびアメリカ反トラスト法による
規制について概説する。第6章は、企業の国際事業戦略の1つである「国際
事業提携」である。国際事業提携のフレームワーク、国際事業提携契約の基本
的構造、事業形態の選択のリスクとリーガルプランニングおよび提携関係の解
消のリスクとリーガルプランニングについて検討する。第7章は、企業の国際
事業戦略の1つである「国際ジョイントベンチャー」である。国際ジョイン
トベンチャーのフレームワーク、コーポレート型国際ジョイントベンチャー契
約の基本的構造、パートナーシップ型国際ジョイントベンチャー契約の基本的

　�
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構造、合弁会社の経営と管理におけるリスクとリーガルプランニングおよびア
メリカ反トラスト法による規制について解説する。第8章は、企業の国際事業
戦略の1つである「国際買収」である。国際買収のフレームワーク、国際買収
のプロセス、国際買収契約の基本的構造、買収におけるデューディリジェンス
のリスクとリーガルプランニング、買収後の経営におけるリスクとリーガルプ
ランニングおよびアメリカ反トラスト法による規制について解説する。第9章
は、「国際取引における紛争解決」である。国際仲裁および国際訴訟について
概説する。第10章は、「国際取引法の研究」である。ビジネス・ローおよび
リーガルプランニングについて紹介する。
国際取引法は対象とする関連分野が幅広く、かつ先端分野であるためか、国

際取引法の標準的な教科書はほとんど出版されていない。大学における国際取
引法の講義に支障を来すのではないかと懸念される。本書がこのような状況を
少しでも打開するのに役立つことを願っている。読者の理解に役立つような数
多くの事例や図を取り入れる工夫をしている。
本書「国際取引法講義」が、国際取引法に関心をもつ、企業の法務部門・企

画部門・事業部門・海外営業部門等の実務家、大学等の法学部・経営学部・商
学部等の学生や大学等の国際取引法の研究者の方々が国際取引法に関わる法律
問題を理解する上でお役に立つことを願っている。
最後に、本書の刊行に際して、大学教育出版の佐藤　守社長には本書の意義

を理解していただき、大変お世話になった。心から感謝申し上げたい。

2023年 3月
井原　宏
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